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脂肪肝やケトーシスが気になる牛に！
分娩前後の健康維持・繁殖成績の改善に！
長寿、連産を目指して！
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　ニコチン酸（ビタミン B₃）は動物体内で血行を促進する効果が強く、アルピニストが高冷地に行く場合にはニ

コチン酸を服用し、凍傷を予防することが知られています。
　乳牛においてニコチン酸欠乏症を発症すると、食欲不振、下痢、脱水症状を呈した後に死亡します ¹。一方、ニ
コチン酸を給与すると、ケトン体の一種であるβ - ヒドロキシ酪酸の血清中濃度の低下 ²、乳量 ³,⁴ 及び乳蛋白質 ²
の増加に寄与することが知られています。
　近年、ニコチン酸が脂肪組織に作用し、脂肪分解が抑制されるという作用メカニズムが明らかになってきました ⁵。
その結果、脂肪組織から肝臓への脂肪酸の動員が減少し、脂肪肝の抑制に繋がるものと考えられます ⁶。乳牛が脂
肪肝を発症すると、乾物摂取量の低下に伴う乳量の低下、そして繁殖成績の悪化が誘発されますので ⁷、酪農経営
に重大な影響を及ぼします。
　乳
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肝にはルーメン内に存在する微生物に分解されないようにバイパス加工を施したニコチン酸が含まれていま
す。脂肪肝・ケトーシスを発症する前に、乳
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肝を充分に給与し、牛の健康維持を図ることが重要です。
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